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トピックストピックス

表
彰
者
の
お
知
ら
せ

北
浦
の
水
を

も
っ
と
き
れ
い
に
！

鹿
島
鉄
道
に
乗
っ
て

「
ま
ち
た
ん
け
ん
」

白
帆
の
湯
を
彩
る

ミ
ニ
ガ
ー
デ
ン

　

北
浦
水
質
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
主
催
の

「
た
す
き
で
繋
ぐ
北
浦
一
周
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
」
が
、
11
月
12
日
97
名
の
参

加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
４
回
目

と
な
る
今
回
は
、
浄
化
し
て
私
た
ち

が
飲
ん
で
い
る
北
浦
の
水
の
汚
れ
を

パ
ッ
ク
テ
ス
ト
Ｃ
Ｏ
Ｄ
や
透
視
度
で

検
査
し
、
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
や

講
話
で
水
質
浄
化
を
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
仮
装

ウ
ォ
ー
ク
は
子
ど
も
た
ち
の
注
目
の

的
。
そ
の
ほ
か
、
地
元
産
の
佃
煮
・

家
庭
排
水
浄
化
推
進
協
議
会
の
キ
ム

チ
ス
ー
プ
試
飲
や
、
よ
さ
こ
い
演
舞

の
披
露
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
環

境
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
楽
し
く
環
境
を
学
べ
て

意
識
が
高
め
ら
れ
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト

に
、
み
ん
な
の
期
待
が
集
ま
り
そ
う

で
す
。

　

10
月
18
日
㈬
、
玉
造
小
学
校
の
２
年

生
が
、
生
活
科
の
学
習
『
ま
ち
た
ん
け

ん
』
に
出
か
け
ま
し
た
。　
　

　

ほ
と
ん
ど
の
児
童
が
鹿
島
鉄
道
に
乗

車
す
る
の
は
初
体
験
。
玉
造
町
駅
か
ら

鉾
田
市
の
ほ
っ
と
パ
ー
ク
ま
で
、
初
め

て
自
分
で
切
符
を
買
っ
て
、
ち
ょ
っ
と

し
た
冒
険
で
す
。

　

緊
張
し
な
が
ら
も
、
自
動
車
と
は
違

っ
た
車
窓
の
景
色
に
歓
声
を
あ
げ
た
り
、

出
会
っ
た
年
配
の
乗
客
と
お
話
を
し
た

り
、
楽
し
く
鉄
道
の
旅
を
満
喫
。

　

感
想
を
聞
い
て
み
る
と
、「
今
度
は
、

家
族
み
ん
な
で
石
岡
ま
で
行
き
た
い
」

「
車
掌
さ
ん
が
か
っ
こ
い
い
か
ら
将
来

は
車
掌
さ
ん
に
な
る
」
と
、
目
を
輝
か

せ
て
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

白
帆
の
湯
の
玄
関
を
入
る
と
、
突
然

目
の
前
に
小
さ
な
庭
が
出
現
。
木
屑
や

ま
つ
ぼ
っ
く
り
を
敷
き
詰
め
た
竹
の
小

道
に
美
し
い
草
花
が
出
迎
え
ま
す
。
来

館
者
に
秋
を
感
じ
な
が
ら
、
も
っ
と
白

帆
の
湯
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
と
、

行
方
市
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
愛
好
会
が
、

文
化
祭
に
発
表
し
た
作
品
を
11
月
に
展

示
し
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
「
環
境
に
や
さ
し
い
庭
づ

く
り
」。
見
え
な
い
と
こ
ろ
に
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
な
ど
の
廃
材
を
活
用
し
た
り
、
藤

づ
る
で
編
み
上
げ
た
お
手
製
の
鉢
カ
バ

ー
を
用
い
た
り
、
水
質
浄
化
の
願
い
を

込
め
て
金
魚
を
泳
が
せ
た
り
。「
美
し
い

環
境
と
癒
し
」
を
一
人
も
多
く
の
人
に

伝
え
た
い
と
い
う
、
会
員
の
あ
た
た
か

な
思
い
が
伝
わ
る
ガ
ー
デ
ン
で
し
た
。

第
56
回
茨
城
県
社
会
福
祉
大
会

○
茨
城
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長

　

表
彰

　

・
民
生
委
員
児
童
委
員
の
部

　
　
　
　
　
　
　

坂　

本　

秀　

雄

　

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
部

　
　
　
　
　

子
育
て
支
援
更
女
の
会

　
第
45
回
茨
城
県
更
生
保
護
大
会

〔
保
護
司
〕

○
関
東
地
方
更
生
保
護
委
員
会
委
員
長
表
彰

　
　
　
　
　
　
　

久　

米　

信　

良

○
関
東
地
方
保
護
司
連
盟
会
長
表
彰

　
　
　
　
　
　
　

阿　

部　
　
　

剛

○
水
戸
保
護
観
察
所
所
長
表
彰

　
　
　
　
　
　
　

茂　

木　

要　

一

〔
更
生
保
護
女
性
会
会
員
〕

○
水
戸
保
護
観
察
所
所
長
感
謝
状

　
　
　
　
　
　
　

栗　

俣　

春　

野

　
　
　
　
　
　
　

井　

川　

昌　

江

○
茨
城
県
保
護
司
会
連
合
会
会
長

　
　
　

感
謝
状　

高　

野　

紀
世
子

　
　
　
　
　
　
　

大　

原　
　
　

孝

○
茨
城
県
更
生
保
護
女
性
連
盟
会
長
表
彰

　
　
　
　
　
　
　

田　

辺　

紀
美
子

　
　
　
　
　
　
　

永　

作　

み
さ
を

　
　
　
　
　
　
　

大　

嶋　

と
し
子

　
　
　
　
　
　
　

河　

嶋　

カ
ホ
ル

　水の汚れをおおまかに示す指標で、水中の有機物を分量する目安となります。パックテストで化学的酸

素消費量を測定すると、きれいな水は１～２mgO/L。水が汚いほど値が大きくなり、泳げる限度は５mg以

下。残念ながら北浦、霞ヶ浦の水質現状は年間平均７～８mgO/Lと、泳げる限度を超えています。

○環境まめ知識○
ＣＯＤとは･･･
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行
方
市
は
、
合
併
し
て
一
年
を
迎
え
ま
し

た
。
広
域
と
な
っ
た
本
市
に
は
、
豊
か
な
自

然
や
歴
史
文
化
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
す
ば
ら

し
い
地
域
資
源
を
学
習
す
る
講
座
が
、
北
浦

公
民
館
で
９
月
か
ら
10
月
の
２
ヶ
月
間
、
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
程
は
、
平
日
週
２
日
、
夜
７
時
か
ら
10

時
の
講
義
に
、
日
曜
日
の
実
習
を
含
め
た
過

密
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
し
た
が
、
み
な
さ
ん
熱

心
に
受
講
さ
れ
、
18
名
の
方
が
修
了
書
を
手

に
し
ま
し
た
。

　

当
講
座
は
、
旧
三
町
の
文
化
遺
産
や
美
し

い
景
観
を
学
ぶ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

培
っ
た
知
識
を
、
教
育
文
化
活
動
の
講
師
、

ま
た
は
観
光
案
内
の
ガ
イ
ド
と
し
て
活
動
し

て
い
た
だ
き
、
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
す
た
め
、「
な
め
が
た
ふ
る
さ
と
ガ
バ
ナ

ー
」
の
認
定
講
座
と
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　

ま
ず
、
実
践
的
な
地
域
活
動
の
基
礎
と
し

て
、
新
市
の
「
地
域
学
」
を
学
び
ま
し
た
。

行
方
学
入
門
や
市
民
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
概
論
の
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、『
常
陸
国
風
土
記
』や『
万
葉
集
』

に
代
表
さ
れ
る
行
方
を
理
解
す
る ｢

歴
史
学｣

で
は
、
行
方
考
古
学
・
古
代
史
概
説
は
じ
め
、

麻
生
藩
史
や
水
戸
藩
史
、
さ
ら
に
新
選
組
水

戸
派
詳
論
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
が

あ
り
ま
し
た
。

　

「
民
俗
学
」
の
分
野
で
も
、
西
浦
湖
岸
地

域
と
北
浦
湖
岸
地
域
の
祭
礼
や
民
俗
の
違
い

を
比
較
し
た
、
行
方
祭
礼
概
説
や
地
域
民
俗

誌
な
ど
も
貴
重
な
学
習
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
行
方
地
域
で
話
題
の ｢

鹿
島
鉄
道｣

を
理
解
す
る
「
か
し
て
つ
概
論
」
や
、
か
つ

て
繁
栄
を
極
め
た
霞
ヶ
浦
の
水
上
交
通
を
、

新
史
料
に
基
づ
い
て
学
ぶ
「
地
理
学
」
の
講

義
も
あ
り
ま
し
た
。

　

「
環
境
学
」
で
は
、
霞
ヶ
浦
の
水
質
や
景

観
だ
け
で
な
く
、
行
方
台
地
の
水
源
確
保
の

課
題
な
ど
に
触
れ
ま
し
た
。
受
講
生
か
ら
は

積
極
的
な
意
見
が
出
さ
れ
、「
自
然
と
共
生
す

る
ま
ち
づ
く
り
で
あ
れ
ば
、
も
っ
と
地
域
資

源
と
し
て
活
用
す
べ
き
だ
が
、
里
山
の
保
全

や
土
砂
採
取
跡
の
緑
化
す
ら
さ
れ
て
い
な
い
」、

「
水
源
涵
養
林
が
保
護
さ
れ
て
い
な
い
」
な

ど
の
指
摘
も
あ
り
ま
し
た
。

　

行
方
市
は
多
く
の
芸
術
家
を
輩
出
し
、
現

在
も
そ
の
方
々
は
創
作
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
そ
こ
で
「
芸
術
文
化
創
造
学
」
で
、

芸
術
創
作
人
物
論
や
沖
洲
芸
術
村
論
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。
中
で
も
観
光
デ
ザ
イ
ン
論
で

は
、「
行
方
ら
し
さ
」
を
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
す

る
に
は
「
大
胆
か
つ
元
気
で
馬
鹿
に
な
る
こ

と
」
と
、
実
践
を
と
お
し
た
力
強
い
言
葉
で
、

受
講
生
に
や
る
気
を
与
え
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
座
の
特
徴
で
あ
る
「
観
光
学
」

で
は
、「
観
光
戦
略
論
」
や
、
映
画
の
ロ
ケ
地

か
ら
知
名
度
を
上
げ
て
産
業
振
興
等
に
つ
な

げ
る
「
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
論
」
な
ど

の
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
旅
の
す
ば
ら
し
さ
を
伝
え
る ｢

旅

学
」
や
、
実
践
を
踏
ま
え
た
「
お
も
て
な
し

論
」
、「
な
め
が
た
お
い
し
さ
も
ち
論
」
な
ど
、

観
光
ガ
イ
ド
と
し
て
必
要
な
知
識
と
最
新
情

報
を
学
ぶ
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

修
了
生
か
ら
は
、「
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

身
近
な
生
活
の
一
部
と
し
て
、
自
分
の
で
き

る
時
間
の
中
で
実
践
し
た
い
」、「
継
続
し
て
学

習
の
機
会
を
設
け
て
欲
し
い
」
な
ど
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。　

　

な
め
が
た
ふ
る
さ
と
ガ
バ
ナ
ー
と
し
て
認

定
さ
れ
た
市
民
の
み
な
さ
ん
が
、
今
後
観
光

ガ
イ
ド
や
市
民
講
座
の
講
師
と
し
て
活
躍
で

き
る
よ
う
、
条
件
整
備
が
待
た
れ
ま
す
。

盛
り
だ
く
さ
ん
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

受

講

者

の

声

活
か
し
て
い
こ
う　

地
域
資
源

ガ
イ
ド
等
地
域
人
材
等
養
成
講
座
を
開
催

ガ
イ
ド
等
地
域
人
材
等
養
成
講
座
を
開
催

！

活
か
し
て
い
こ
う　

地
域
資
源

！

新しい情報が紹介された講義風景

市指定史跡『三昧塚古墳』を案内するふるさとガバナー

『行方の素敵』紹介します 『行方の素敵』紹介します 
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　農業委員会委員選挙人名簿への登載

については、農業委員会等に関する法

律施行令第３条の規定に基づいて、市

農業委員会経由で申請していただいて

います。

　市選挙管理委員会においては、その

選挙資格を調査して名簿の調整をして

いますが、この名簿に登載されていな

ければ選挙権の行使ができません。農

業委員会委員選挙人名簿の登録申請を

お願いします。

　期間を過ぎると受け付けができませ

ん。

○登載の要件　

・行方市に住所を有する者

・年齢が満20歳以上の者 (昭和62年４

月１日以前に生まれた者）

・10アール以上の農地につき耕作業

務を営む者か、その親族またはその

配偶者で、その従事日数がおおむね

60日以上の者。あるいは10アール

以上の農地につき耕作業務を営む農

業生産法人の組合員または社員で、

その従事日数がおおむね60日以上

の者

○申請方法

　所定の様式に必要事項を記載のうえ、

平成19年1月10日㈬までに行方市農業

委員会あてに提出

○申請書配付の方法

・区長、班長依頼による各戸配付

・選挙管理委員会あて電話依頼による

郵送配付

・資格を有する者で申請書が届かない

場合は、下記までご連絡ください。

農業委員会委員選挙人名簿への
登載申請ができます

年末年始の休業、休館について

年末年始のゴミ収集と一般ゴミの受け入れ

選挙管理委員会 (麻生庁舎  総務課内) 

☎ 0299ー72ー0811 (内線 212・215)

農業委員会 (北浦庁舎)

☎ 0291ー35ー2111 (内線 234・235) 環境美化センター　☎ 0299－72－2413

　12月30日㈯は、相当の混雑が予想されます。年末の大

掃除、片付けによるゴミは、お早めに搬入されますよう、

ご協力お願いいたします。

12月29日㈮～1月3日㈬
出生、婚姻、死亡届等は受け付けます
※死亡届の場合は事前にご連絡下さい
玉造庁舎市民課　☎ 0299ー55ー0111
麻生庁舎市民室　☎ 0299ー72ー0811
北浦庁舎市民室　☎ 0291ー35ー2111

12月29日㈮～1月3日㈬

 
12月28日㈭～1月4日㈭

12月31日㈰～１月４日㈭
12月31日㈰～１月４日㈭
12月30日㈯～１月３日㈬

1月1日㈪～1月3日㈬
※2日、3日は午前中のみ、火葬の予約
を受け付けます　☎ 0299ー55ー2710

12月29日㈮～1月3日㈬
※急患のみ診療　☎ 0299ー56ー0600㈹

12月6日㈬、20日㈬
1月4日㈭、17日㈬
　☎ 0299ー80ー6622

12月29日㈮～1月3日㈬
　☎ 0291ー35ー2821

12月28日㈭～1月3日㈬
　☎ 0299ー55ー0150

市 　 役 　 所

公 　 民 　 館

麻 生 運 動 場
北 浦 体 育 館
玉造総合運動場

北浦衛生センター
麻生衛生センター
玉造有機肥料供給センター

霞 ヶ 浦 聖 苑

なめがた地域
総 合 病 院

　
あ そ う 温 泉
白 帆 の 湯
　

北 　 浦 　 荘

天 　 竜 　 荘
(老人いこいの家)

問　　合　　せ

問　　合　　せ

12/28㈭

12/29㈮

12/30㈯

12/31㈰～1/3㈬

１/４㈭

１/５㈮

１/６㈯

麻生地区（ごみ収集最終日）

玉造地区（　　　〃　　　）

北浦地区（　　　〃　　　）

美化センター一般受付　午前11時まで

美化センター休業

美化センター一般受付　午前９時から

麻生地区（ごみ収集開始日）

玉造地区（　　　〃　　　）

北浦地区（　　　〃　　　）



NAMEGATA  DEC 1. 200611

　休日窓口は、平成19年1月から日曜日の開設

はなくなり、三庁舎とも土曜日のみの取り扱い

となりました。ご了承ください。

休日窓口変更のお知らせ

問　　合　　せ

　先月号11頁下段「平成19年度　保育園児を

募集します」の記事において、2箇所誤りがあ

りました。お詫びして訂正いたします。

１．入所の申込み提出書類

　誤) ④平成17年分源泉徴収票の写し (父母両方)

　　　　　　　　　　　↓

　正) ④平成18年分源泉徴収票の写し (父母両方)

２．保育所一覧の開設時間

　麻生、竜翔寺、玉造第一保育園、玉造第二保

育園、玉造第三保育園の開設時間（平日）

　誤) 7：00～18：00

　　　　　　　↓

　正) 7：00～18：00（19：00まで延長保育）

○お詫びと訂正○

問　　合　　せ

市民課 (玉造庁舎)　☎ 0299－55－0111

児童福祉課 (玉造庁舎)　☎ 0299－55－0111

　統計調査にご協力ください

　経済産業省では、平成18年工業統計調査を12

月31日現在で実施します。

　工業統計調査は、製造業を営む事業所を対象

として、その活動実態を明らかにするために調

査を行います。

　調査の実施に当たっては、本年12月から来年

１月にかけて調査員がお伺いします。

　皆様から提出いただく調査票は、統計法に基

づいて調査内容の秘密は厳守されますので、正

確なご記入をお願いします。

　　　　　　　経済産業省　茨城県　行方市

製造事業所の皆様へ
統計調査にご協力ください

問　　合　　せ

企画課 (麻生庁舎)　☎ 0299－72－0811

問　　合　　せ

☎ 0299－55－3927
※臨時休館日：12月5日㈫　　　　　　
※特別開館日：1月1日㈪～3日㈬　　　
※入　館　料：大人600円、子供300円

 　　　　　　　　(20名以上、団体割引あり)
※開館時間：午前9：30～午後4：30まで

道の駅「たまつくり」物産販売所
☎ 0299－36－2781

※臨時休業日：12月5日㈫　　　　　　
※特別営業日：12月25日㈪、29日㈮、30日㈯
※営業時間4月から9月：午前9時～午後7時まで
　　　    10月から3月：午前9時～午後6時まで

霞ヶ浦ふれあいランドイベント情報　!
　霞ヶ浦ふれあいランドでは、

様々な楽しいイベントを行っています。

皆さんのお越しをお待ちしています。

○「里山の風景」展

　湖水の「水庫」である里山は、清らかな水を

保つとても大切な資源です。しかし、霞ヶ浦、

北浦流域に見られた里山は年々少なくなってい

ます。今回は、「絵画」をとおして、里山の大切

さを再確認しましょう。

・期　　間：11月22日㈬～1月31日㈬

・展示場所：水の科学館内

○日曜イベント

　　(場所：水の科学館内　10時～　受講料無料)

・押し花絵体験会：12月3日・24日

　　　　　　　　　　　　　　　(先着80名様)

・ペーパークラフト：12月10日・17日・31日

　　　　　　　　　　　　　　　(先着80名様)

○虹の塔ギャラリーにて展示会を開催（入場料無料)

・３D展：11月18日㈯～12月14日㈭　

・俳句、俚謡展：12月16日㈯～ 1月10日㈬

・ペーパークラフト展：1月12日㈮～ 2月22日㈭

○ いろいろな金魚の展示

・期　 間：11月18日㈯～1月8日㈪

○ お正月イベント

・期   間：1月1日㈪～1月3日㈬

・内   容：元日のみ午前6時に開館

　地上60メートルのタワー展望室から、初日の

出を望みましょう。(2日以降は平常時間の開館)

期間中来館者に甘酒、風船（中学生まで）をサ

ービス。



日
時　

12
月
14
日
㈭　

午
後
１
時　

入
場
無
料

場
所　

北
浦
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　

①
ハ
ン
ド
ベ
ル
、
楽
器
演
奏
等
（
北
浦
福
祉

作
業
所
・
り
ん
り
ん
・
ひ
か
り
工
房
・
ス

マ
イ
ル
ハ
ウ
ス
の
皆
さ
ん
）

　
　
　

②
講
演
『
心
の
健
康
を
保
つ
に
は
』

　
　
　
　

講
師　

常
磐
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
学
部

助
教
授　

臨
床
心
理
士　

水
口　

進 

先
生

　
　

北
浦
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
２
９
１
ー

３
４
ー

６
２
０
０

主
催　

健
康
増
進
課

　

税
務
職
員
を
装
っ
た
、
電
話
に
よ
る
「
振
り
込
め

詐
欺
」
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

税
務
職
員
は
、
み
な
さ
ま
に
次
の
こ
と
は
要
求
し

ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
還
付
金
の
受
け
取
り
の
た
め
に
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作

を
求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
納
税
の
た
め
に
、
金
融
機
関
の
口
座
を
指
定
し
て
、

振
り
込
み
を
求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

潮
来
税
務
署
総
務
課

　
　

☎
０
２
９
９
ー

６
６
ー

６
９
３
１

日　

時　

12
月
７
日
㈭　

午
後
１
時
〜

場　

所　

鹿
島
セ
ン
ト
ラ
ル
ホ
テ
ル

　
　
　
　
　
　

(

神
栖
市
大
野
原
４-

７-

11)

　
　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
常
陸
鹿
嶋

　
　

☎
０
２
９
９
ー

８
３
ー

２
３
１
８　

　
　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鉾
田

　
　

☎
０
２
９
１
ー

３
３
ー

２
１
３
８

日　

時　

１
月
14
日
㈯　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

内　

容　

｢

仕
事
と
生
き
が
い｣ 

〜
男
・
女
と
も
輝
く

た
め
に
〜　
　

講
師　

東
海
林
の
り
子

定　

員　

３
０
８
名　

入
場
無
料

申
込
方
法　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
て

　
　
　
　

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
参
加
人
数
、

　
　
　
　

電
話
番
号
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
を
明
記

　
　

鹿
行
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　

〒
３
１
１
ー
３
８
２
４　

行
方
市
宇
崎
１
３
８
９

　
　

☎
０
２
９
９
ー

７
３
ー

２
３
０
０

　
　
　

０
２
９
９
ー

７
３
ー

３
９
２
５

　

茨
城
県
勤
労
者
育
英
基
金
で
は
、
教
育
応
援
と
し

て
、
中
央
労
働
金
庫
の
低
利
な
教
育
ロ
ー
ン
利
用
者

に
対
し
て
、
さ
ら
に
一
定
の
利
子
補
給
を
行
い
、
お

子
様
の
夢
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

○
ろ
う
き
ん
の
教
育
ロ
ー
ン

融
資
額　

最
高
５
０
０
万
円　(

労
金
の
会
員
は
１，
０

０
０
万
ま
で)

一
括
融
資
ま
た
は
分
割
融
資

返
済
期
間　

15
年
以
内
、
在
学
中
の
元
金
返
済
据
え
置

き
も
可
能

金　

利　

平
成
18
年
12
月
１
日
現
在

　
　
　
　

1.9
％
〜
2.4
％
（
固
定
金
利
・
特
別
金
利
・

返
済
期
間
15
年
以
内
）

保
証
料　

個
人
負
担

保　

証　

茨
城
県
労
働
者
信
用
基
金
協
会
の
保
証

○
育
英
基
金
の
利
子
補
給
制
度

　

茨
城
県
勤
労
者
育
英
基
金
と
は
、
勤
労
者
の
教
育

費
の
負
担
軽
減
を
目
的
に
、
茨
城
県
・
市
町
村
・
中

央
労
働
金
庫
が
、
出
資
を
し
て
つ
く
ら
れ
た
公
益
法

人
で
す
。

　

在
学
中
（
最
長
４
年
以
内
）
子
ど
も
一
人
あ
た
り

１
０
０
万
円
（
一
世
帯
３
０
０
万
円
）
ま
で
の
融
資

に
対
し
、
年
１
％
の
利
子
補
給
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
　

㈶
茨
城
県
勤
労
者
育
英
基
金　

　
　

☎
０
２
９
ー

２
３
１
ー

０
２
３
５

　
　

中
央
労
働
金
庫
鹿
嶋
支
店

　
　

☎
０
２
９
９
ー

８
３
ー

１
７
４
０

　

障
害
者
の
方
や
そ
の
家
族
に
対
し
、
茨
城
県
弁
護

士
会
人
権
擁
護
委
員
会
の
弁
護
士
が
、
無
償
で
電
話

相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

日　
　

時　

12
月
９
日
㈯　

午
前
10
時
〜
正
午

相
談
電
話　

☎
０
２
９
ー

２
２
１
ー

３
５
０
１

　
　
　
　
　

☎
０
２
９
ー

２
２
７
ー

１
１
３
３

　
　

茨
城
県
弁
護
士
会

　
　

☎
０
２
９
ー

２
２
１
ー

３
５
０
１

　

現
在
茨
城
県
で
は
、
霞
ヶ
浦
圏
域
で
管
理
し
て
い

る
河
川
を
対
象
に
、
洪
水
対
策
に
関
す
る
こ
と
（
治

水
）、
農
業
用
水
な
ど
の
河
川
水
の
利
用
に
関
す
る
こ

と
（
利
水
）、
河
川
環
境
の
保
全
に
関
す
る
こ
と
（
環

境
）
な
ど
に
つ
い
て
、
河
川
整
備
計
画
を
作
成
し
て

い
ま
す
。

　

計
画
に
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
反
映
さ
せ
る

た
め
、
計
画
の
原
案
を
公
表
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
覧
の
う
え
、
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

縦
覧
期
間　

12
月
15
日
㈮
ま
で　

※
土
日
祝
日
は
除
く

縦
覧
場
所　

行
方
市
建
設
課
、
鉾
田
土
木
事
務
所

　
　

建
設
課
（
玉
造
庁
舎
）

　
　

☎
０
２
９
９
ー

５
５
ー

０
１
１
１

　
　

鉾
田
土
木
事
務
所
道
路
河
川
整
備
第
二
課　

　
　

☎
０
２
９
１
ー

３
３
ー

６
４
８
２

縦
覧
期
間
中
に
、
茨
城
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
中
の
「
河

川
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
で
も
原
案
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す

☆
後
ろ
の
座
席
も
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
！

　

後
部
座
席
で
死
亡
し
た
人
の
う
ち
、
お
よ
そ
９

割
が
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

  

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
い
な
い
と
、
頭
や

腹
部
を
、
ハ
ン
ド
ル
や
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
に
強
打

し
た
り
、
車
外
へ
放
り
出
さ
れ
た
り
し
ま
す
。

　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
、
こ
の
よ
う
な
事
故
の
損
傷

を
軽
減
す
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

　

エ
ア
バ
ッ
ク
を
有
効
に
活
用
さ
せ
る
た
め
に
も
、

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
正
し
い
着
用
が
必
要
で
す
。

「
あ
な
た
も
私
も
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
、

　

車
に
乗
っ
た
ら
、み
ん
な
が
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
！｣

　

同
乗
者
全
員
が
、
楽
し
く
安
全
に
ド
ラ
イ
ブ
す

る
た
め
に
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
み
ん
な
の
習
慣
で

す
。

　
☆
振
り
込
め
詐
欺
に
新
た
な
手
口
！

　

最
近
、
茨
城
県
を
含
め
、
全
国
的
に
「
振
り
込

め
詐
欺
」
が
連
続
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

年
末
に
向
け
、
さ
ら
に
被
害
の
増
大
が
心
配
さ

れ
ま
す
の
で
、
次
の
点
に
注
意
し
て
、
被
害
に
あ

わ
な
い
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

○
最
近
の
新
手
口
「
ア
ポ
電
詐
欺 

」

振
り
込
み
を
要
求
す
る
前
に
、
ま
ず
身
内
の
名
前

を
名
乗
り
、「
携
帯
電
話
の
番
号
が
変
わ
っ
た
か
ら
、

控
え
て
お
い
て
」
な
ど
と
連
絡
し
て
信
用
さ
せ
ま

す
。
そ
し
て
、
後
日
そ
の
電
話
番
号
か
ら
電
話
し

て
、
振
り
込
み
を
要
求
す
る
、
巧
妙
な
手
口
で
す
。

○
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
は
・
・
・

　

①
冷
静
に
な
っ
て
事
実
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

　

②
必
ず
誰
か
に
相
談
し
ま
し
ょ
う

　

③
警
察
に
通
報
し
ま
し
ょ
う

　
　

行
方
警
察
署

　
　

☎
０
２
９
９
ー

７
２
ー

０
１
１
０

行
方
警
察
署

か
ら
の
お
知
ら
せ

IN
FOR
MATION

問


